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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

目標に対し大きく上回る結果であった。これは地球規模での環境問題が身近な課題となっている状況において、各講座等への参

加者が増加したものと思われる。地球温暖化等、実際生活において直面する環境問題に対しては、今後も意図的な学習交流活

動を推進するなど一層の展開を図っていきたい。

改革改善

の考え方

①問題

点

自然とのふれあいなどを通じた環境学習から、地球規模での課題となっている温暖化対策などへの意図的な学習活動の

展開が必要である。

②改革

提案

NPOなどの志縁団体や地域で環境問題に取り組む地縁団体等との連携を強化し、新たな視点での環境学習への取り組

みを意識的に進める。

96

総事業費①+② 398 283 1,726

人件費計（千円）② 0 1,476

297

正規職員所要時間 384

臨時職員所要時間

一般財源 398 283 250

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 398 283 250 297 　

25年度予算額 特定財源内訳、補足

297

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

各地区住民を対象とした身近な自然とのふれあいから学習を深め住民同

士が共通の認識を持てる環境学習の実施

【橋北】北斗のまち・さわやか講座【橋南】環境講座【羽場】探鳥会、サイクリ

ング講座【丸山】探鳥会、風越山と暮らしを考える講座【東野】山菜採り勉

強会、環境学習会【座光寺】麻績の里体験学校【松尾】ラフティング体験教

室、まけるな農園【上久堅】ふるさとウォーキング【千代】千代峠交流会【龍

江】水辺の楽校、ごみ散乱等防止ポスター巡回展示【竜丘】古墳公園臼井

川秘境遊歩道整備委員会、ふれあいハイキング【川路】学友林学習事業

【三穂】自然探訪植物観察会、ふるさとめぐり【山本】ハナノキ湿地観察

ウォーキング【伊賀良】金環日食を見よう、伊賀良を学ぼう【鼎】打ち水大作

戦【上郷】の底山の森林教室【上村】金環日食観察会、野鳥観察会、星空

観察会【南信濃】星空観察会

講座等開催数

延べ参加者数

84講座

5,493人

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

各地区住民を対象とした身近な自然とのふれあいから学習を深め住民同士が共通の認識を持てる環境学習の展開。

※この事業は前期基本計画（H19～23）で「環境学習推進事業」として施策54「自然とのふれあいと環境学習の推進」に位置づく事業として

展開してきたが、後期計画（H24～）からは各地区で住民が身近な環境を学び保全活動などができる仲間づくりを主目的と整理して、施策

28「学習交流活動の推進」へ位置づける。当該事業は、各地区公民館が展開する学級講座を主な内容とする。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

5493 4200 4500

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

多様な講座、催しへの延べ参加者数（人） 4100

28年度見込み

飯田市の人口（人） 103947

意図（どういう状態

にするか）

地域の中で身近な自然とのふれあいを通じて住民同士

の交流を深め環境保全や改善に取り組む

向上させたい上位施

策の成果指標

学習活動を行っている市民の割合

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 各地区住民(市民）

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 28 学習交流活動の推進

基本計画上

の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

課等名 公民館 係等名 学習支援係

事業種別 政策 開始 終了

事務事業名

会計 一般会計

地域の環境学習交流支援事業

28 事業№ 49 11平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 2 施策№


